
「
行
か
ざ
あ
の
会
」
設
立
総
会
は
、
去
る
五
月
十
六
日

（
火
）
日
の
出
埠
頭
に
近
い
清
水
マ
リ
ン
ビ
ル
で
、
お
よ
そ

百
三
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
集
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
は
、

次
郎
長
翁
を
知
る
会
の
会
員
を
中
心
に
、
次
郎
長
道
中
保

存
会
、
清
水
郷
土
史
研
究
会
、
次
郎
長
巷
談
定
連
な
ど
、

次
郎
長
を
ヒ
ー
ロ
ー
と
仰
ぐ
、
地
元
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
で

あ
る
。
会
長
は
当
会
会
長
竹
内
宏
先
生
。
な
ぜ
こ
の
会
が

立
ち
あ
げ
ら
れ
た
か
と
い
え
ば
、
昨
年
興
津
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
当
会
年
次
総
会
の
記
念
講
演
で
、
山
本
一
力
さ

ん
が
話
さ
れ
た
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
次
郎
長
背
負
い
富

士
」
を
取
り
上
げ
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
す
る
こ
と
が
正
式

次郎長で行かざあの会設立（５月１６日）

｢清水の再生と文化｣を講演する竹内会長

－１－
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蕊鍵

次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
ノ
ー
町
起
こ
し
の
会
立
ち
上
げ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
初
め
て
、
次
郎
長
ド
ラ
マ
全
国
放
映
に
踏
み
切
っ
た
。
六
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
木
曜

時
代
劇
「
次
郎
長
背
負
い
富
士
」
は
八
月
い
っ
ぱ
い
全
、
回
で
完
結
す
る
。
こ
の
機
を
と
ら
え
て

清
水
の
町
に
元
気
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
、
「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
の
会
」
が
立
ち
あ
げ
ら
れ
た
。

患目

Ｉ

「
知
る
会
」
平
成
十
八
年
度
年
次
総
会
開
催
・
六
月
十
二
日
梅
蔭
寺
で

職

鰯
副
．
畷
衛
電

議
“

－~

到

繰

４
叩
・
守
ら
苛
鋲
字
画

澗
水
の
酉
生
と
文
化

Ｐ
凸
＆
鮎
■
。

、
廿
洗
畠
。
宰
守
』

1霧
||;ﾙ加脆

記
念
講
演
「
清
水
と
私
、
次
郎
長
・
愚
庵
の
こ
と
な
ど
」

斎
藤
蕊
治
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
生
れ
。
文
芸
評
論
家
。
京
都
大
学
文
学
部
言
語
学
科
卒
。
昭
和
十
八
年
消
水
商
等

商
船
学
校
英
語
教
官
。
米
川
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
客
員
教
授
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
教
授
、
学
長
等
を
歴
任
。

著
普
に
「
献
石
と
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
」
、
訳
諜
に
「
東
海
道
の
宿
ｌ
水
口
屋
も
の
が
た
り
」
な
ど
多
数
。

両

「
ｊ
４

あ演
坤
一

９

１

５４Ｊ

鶴

「

一
」 ー
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決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
と
ま
で
は
行
か
な

い
に
し
て
も
、
木
曜
時
代
劇
と
し
て
山
本
一
力
原
作
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
台
本
に
よ
り
全
皿
回
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
テ

レ
ビ
放
映
す
る
と
い
う
朗
報
は
、
今
年
の
ま
だ
風
寒
い
春

先
三
月
頃
に
飛
び
こ
ん
で
来
た
。

ほ
う
は
い

そ
こ
で
膨
群
と
し
て
湧
き
起
こ
っ
た
の
が
、
こ
れ
を
清

水
の
町
起
こ
し
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
話
だ
。
清
水
郷

土
史
研
究
会
会
長
山
田
捷
司
氏
は
愚
庵
や
次
郎
長
研
究
に

も
熱
心
だ
。
編
集
子
と
二
人
連
れ
立
っ
て
過
密
ス
ケ
ジ
ュ

ウ
ル
の
中
の
竹
内
先
生
に
相
談
を
持
ち
か
け
、
そ
れ
で
は

と
、
動
い
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
趣
意
書
を
起
草
し

三
保
海
岸
で
撮
影
準
備
中
の
中
村
雅
俊
さ
ん
。
撮
影
吉
井
靖

頁ら塁審鍾鉦'＝皇。

鴬
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会報第１９号

胃F成18年6ﾉ｣l21i発行

発行所
〒424.082］

静岡市ifi水Ⅸ相生町6－１７

静岡市観光|‘会柑水支部内

ＴＥＬ（0543)54..2420

爵行*竹内宏
編集人田、英附
印刷所㈱ニシガイ

ＴＥＬ（0543)52..2188



平
成
十
七
年
十
一
月
九
日
十
日
の
次
郎
長
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
。
朝
か
ら
快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
清
水
駅
出
発
、
静
岡

駅
南
口
か
ら
乗
車
の
人
た
ち
と
合
流
し
、
竹
内
宏
会
長
を

始
め
三
十
二
名
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
昼
前
、
洞

「
さ
あ
来
い
と
富
士
を
背
中
に
背
負
っ
て
立
つ
、
男
の
中

の
男
一
匹
」
。

こ
れ
は
、
乃
木
大
将
や
福
津
諭
吉
と
並
ん
で
明
治
三
十

六
年
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
次
郎
長
の
人
物
評
で
す
。

こ
の
短
い
言
葉
ほ
ど
、
次
郎
長
の
魅
力
を
端
的
に
表
し
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
全
国
放
映
で
初
め
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と

し
て
、
次
郎
長
を
取
り
上
げ
ま
す
。
題
し
て
「
次
郎
長
・

背
負
い
富
士
」
（
山
本
一
力
原
作
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
三
木

脚
本
）
で
す
。
放
映
開
始
は
、
平
成
十
八
年
六
月
か
ら
連

続
十
回
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞
台
の
中
心
は
清
水
。

主
演
で
次
郎
長
役
を
中
村
雅
俊
、
お
て
ふ
を
田
中
美
里
、

石
松
は
山
本
太
郎
、
次
郎
長
の
父
を
小
林
稔
侍
な
ど
の
豪

華
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
撮
影
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

清
水
を
宣
伝
し
て
く
れ
る
千
載
一
遇
の
好
機
に
、
私
た

ち
は
地
元
か
ら
「
清
水
の
次
郎
長
」
の
名
を
全
国
に
ド
カ

ン
と
発
信
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
名
づ
け
て
「
次
郎
長
で

行
か
ざ
あ
」
の
会
を
立
ち
上
げ
、
食
い
ね
え
食
い
ね
え
の

食
の
世
界
を
は
じ
め
、
浪
曲
・
講
談
・
映
画
な
ど
の
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
史
跡
探
訪
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
展
開
し
て
、
清
水
の
町
に
元
気
を
呼
び

起
こ
し
た
い
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
考
え
で
す
。

平
成
十
八
年
三
月
吉
日

世
話
人
代
表

竹
内
宏
（
静
岡
総
合
研
究
機
構
理
事
長
・
次
郎
長

翁
を
知
る
会
会
長
）

世
話
人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
て
準
備
を
重
ね
た
。

趣
意
書
と
世
話
人
の
顔
ぶ
れ
は
以
下
の
通
り
。

「
次
郎
長
で
行
か
ざ
あ
」
の
会
・
設
立
趣
意
書

世
話
人
（
五
十
音
順
）

相
津
誠
二
（
薄
墨
の
笛
の
会
世
話
人
）

天
野
香
（
清
水
か
た
り
ベ
ク
ラ
ブ
代
表
）

梅
原
久
義
（
静
岡
市
観
光
協
会
清
水
支
部
常
務
理
事
）

上
田
紘
司
（
清
水
映
画
祭
運
営
委
員
会
代
表
）

田
口
英
爾
（
梅
蔭
寺
次
郎
長
資
料
室
代
表
）

宮
城
蔦
一
雄
（
世
界
寿
司
フ
オ
ー
ラ
ム
準
備
会
代
表
）

望
月
栄
次
（
末
匿
鮪
主
人
）

望
月
憲
一
（
清
水
郷
土
史
研
究
会
理
事
）

山
本
勉
（
清
水
商
工
会
議
所
常
務
理
事
）

山
田
捷
司
（
清
水
郷
土
史
研
究
会
会
長
）

吉
井
靖
（
次
郎
長
道
中
保
存
会
理
事
長
・
ヨ
シ
イ

カ
メ
ラ
店
主
）

雲
寺
（
新
城
市
高
岡
）
に
着
い
た
。

浪
曲
で
お
な
じ
み
の
石
松
は
遠
州
森
の
生
ま
れ
と
さ
れ

る
が
、
実
は
、
三
州
堀
切
の
代
々
庄
屋
を
勤
め
た
家
で
生

ま
れ
た
と
い
う
。
地
元
で
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
発
起
人
の
顔
ぶ
れ
に
は
、
第
一

に
小
嶋
善
吉
静
岡
市
長
や
、
宮
城
島
弘
正
旧
清
水
市
長
を

は
じ
め
、
東
京
在
住
の
村
松
友
視
さ
ん
や
諸
田
玲
子
さ
ん
、

宝
井
馬
琴
師
匠
が
真
っ
先
に
ご
参
加
に
な
っ
た
。
と
く
に

旧
静
岡
市
か
ら
川
井
祐
一
静
岡
鉄
道
会
長
や
、
「
徳
川
慶

喜
と
明
治
の
静
岡
」
推
進
協
議
会
石
川
た
か
子
会
長
、
久

保
田
隆
浮
月
楼
社
長
、
新
門
辰
五
郎
の
流
れ
を
汲
む
木
遣

保
存
会
の
東
嘉
会
が
参
加
さ
れ
た
の
は
、
心
強
い
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
こ
こ
に
記
し
て
お
き
た
い
。

五
月
十
六
日
の
設
立
総
会
で
は
、
山
田
捷
司
行
か
ざ
あ

の
会
事
務
局
長
か
ら
、
設
立
に
至
る
経
緯
と
、
今
後
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
事
業
計
画
と
し

て
は
、

①
次
郎
長
マ
ッ
プ
の
作
成

②
次
郎
長
映
画
鑑
賞
会

③
浪
曲
・
講
談
を
楽
し
む
集
い

④
次
郎
長
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
ほ
か
、
次
郎
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
食
い
ね
え
、
食

い
ね
え
、
寿
司
食
い
ね
え
祭
り
や
、
甲
田
屋
跡
地
建
碑
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

会
員
の
一
人
か
ら
、
「
次
郎
長
翁
を
知
る
会
の
リ

ニ
ュ
ー
ァ
ル
（
改
新
）
で
す
か
」
と
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、
「
行
か
ざ
あ
の
会
」
は
今
度
の
テ
レ
ビ
放
映
を
き
っ

か
け
と
す
る
町
起
こ
し
の
た
め
の
「
別
働
隊
」
で
あ
る
こ

と
を
こ
こ
で
明
言
し
て
お
き
た
い
。

設
立
総
会
の
議
事
が
終
っ
た
後
、
竹
内
宏
会
長
に
よ
る

記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
「
清
水
の
再
生
と
文
化
」
と
題
し
て

一
時
間
余
に
わ
た
り
、
先
生
の
町
お
こ
し
の
熱
の
こ
も
っ

た
持
論
が
展
開
さ
れ
た
。
数
か
ず
の
イ
ベ
ン
ト
は
六
月
を

皮
切
り
に
展
開
さ
れ
る
。

平
成
十
七
年
秋
の
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー

石
松
の
ル
ー
ツ
新
城
市
、
足
助
町
、
岩
村
町
の
旅
天
野
香

－２－



翌
十
日
は
岩
村
の
歴
史
資
料
館
か
ら
始
ま
る
。
岩
村
藩

八
百
年
の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の

中
に
は
古
文
書
、
県
、
町
の
文
化
財
が
並
び
、
日
本
初
の

英
和
辞
典
は
岩
村
藩
校
知
新
館
で
使
っ
て
い
た
。
ま
た
、

城
は
最
も
高
所
に
あ
る
日
本
三
大
山
城
の
一
つ
で
、
東
濃

地
方
か
ら
信
州
の
一
部
ま
で
勢
力
下
に
し
て
い
た
と
い
う
。

私
は
旅
行
前
に
、
郷
土
史
研
究
会
古
文
書
部
会
長
の
望
月

窓
一
さ
ん
か
ら
「
駿
河
国
の
岩
村
領
」
、
に
つ
い
て
の
コ

ピ
ー
を
頂
い
た
。

「
駿
河
国
の
岩
村
領
」
に
は
「
岩
村
藩
駿
河
領
十
五
ヶ

村
は
、
志
太
郡
の
内
八
ヶ
村
・
益
津
郡
の
内
二
ヶ
村
・
有

渡
郡
の
内
五
ヶ
村
の
村
々
か
ら
な
る
。
横
内
村
に
置
か
れ

た
岩
村
藩
の
陣
屋
に
は
、
岩
村
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官

が
着
任
し
、
領
地
の
村
々
の
治
政
に
当
っ
た
。
』
と
あ
る
。

岩
村
藩
（
岐
阜
県
）
駿
河
領
資
料
展
、
藤
枝
市
郷
土
博
物

館
（
一
九
八
八
年
）
よ
り
。

有
渡
郡
の
内
に
は
北
脇
村
、
北
脇
新
田
村
が
あ
り
、
清

水
と
岩
村
藩
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
山
の

中
を
バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
資
料
館
に
着
く
ま
で
城
下
町

が
あ
る
な
ど
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
。

岩
村
は
竹
内
会
長
の
お
母
様
の
出
身
地
と
い
う
。
町
並

み
の
見
学
で
は
、
竹
内
会
長
と
叔
母
様
の
家
を
探
し
た
。

会
長
が
「
こ
こ
だ
」
と
言
っ
て
声
を
か
け
て
中
に
入
る
と
、

ご
親
戚
の
方
が
お
ら
れ
、
懐
か
し
そ
う
に
再
会
を
喜
び

合
っ
て
い
た
。
「
元
結
屋
」
を
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
会

長
は
集
合
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

次
に
訪
れ
た
の
は
、
大
正
時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す

恵
那
郡
明
智
町
の
大
正
村
で
あ
る
。

マ
ッ
プ
片
手
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
先
導
さ
れ
て
、

黒
い
羽
目
板
の
あ
る
路
地
を
ぬ
け
、
バ
ラ
園
を
通
り
洋
風

次
郎
長
の
代
参
で
金
刀
比
羅
宮
の
参
詣
を
す
ま
せ
た
帰
り

に
生
家
に
二
・
三
日
滞
在
し
、
金
刀
比
羅
宮
の
お
札
や
み

や
げ
を
近
所
に
配
っ
た
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
石
松
が
都
田
吉
兵
術
兄
弟
に
惨
殺
さ
れ
た

と
き
同
行
し
て
い
た
弟
が
遺
体
を
背
負
っ
て
新
城
に
帰
り
、

菩
提
寺
の
洞
雲
寺
に
埋
葬
し
よ
う
と
し
た
が
反
対
さ
れ
、

首
を
入
れ
た
カ
メ
だ
け
を
埋
め
そ
の
上
に
自
然
石
を
置
い

て
弔
っ
た
と
い
う
。
（
写
真
は
洞
雲
寺
本
堂
前
に
て
）

そ
の
後
、
新
城
観
光
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
す
ま
せ
、
奥
三

河
の
足
助
町
に
向
か
う
。

紅
葉
に
は
ま
だ
早
か
っ
た
が
、
足
助
を
流
れ
る
巴
川
に

か
か
る
赤
い
橋
を
渡
り
、
自
然
の
空
気
と
、
音
に
包
ま
れ

て
川
沿
い
を
語
ら
い
な
が
ら
歩
く
の
も
楽
し
い
。
三
州
足

助
屋
敷
を
見
学
す
る
。

長
屋
門
を
入
る
と
右
手
に
牛
小
屋
が
あ
り
、
昨
日
生
ま

れ
た
と
い
う
子
牛
が
可
愛
い
い
目
を
し
て
母
牛
に
ま
と
わ

り
つ
き
な
が
ら
出
迎
え
て
く
れ
た
。
母
屋
、
機
織
、
今
で

は
見
か
け
な
い
桶
屋
、
傘
屋
な
ど
懐
か
し
い
民
家
が
建
ち

並
び
、
売
店
で
は
山
の
幸
、
民
芸
品
な
ど
所
せ
ま
し
と
並

び
、
老
若
男
女
で
混
み
合
っ
て
い
る
。
私
は
、
太
田
さ
ん

と
ち
り
め
ん
で
作
っ
た
来
年
の
干
支
の
犬
の
人
形
を
記
念

に
求
め
、
バ
ス
に
乗
っ
た
。
足
助
町
白
鷺
館
に
泊
。

鱗
嚢
鯉
鞠
蕊
樵
織

．
●
癖
ｌ
育
謹
講
牌
濯
龍
醒
慢
龍
確
言
峠

■
会
場
ｌ
グ
ラ
ン
シ
ッ
ブ
２
Ｆ

（
有
料
申
込
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
■
会
場
ｌ
戸
田
書
店
静
岡
本
店

Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｏ
五
四
’
六
五
一
一
一
’
一
三
一
一
一
三
へ
）
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｏ
五
四
’
二
○
五
’
六
一
一
一
）

－３－
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歴
匡
巨
匠
Ｅ

◎
英
断
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
、
い
よ
い
よ
次
郎
長
が
登
場
。
一
昨
年
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
が
幕
末
の
ア
ウ
ト
ロ
ウ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

企
画
展
「
民
衆
文
化
の
つ
く
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
を

催
し
て
以
来
、
劇
団
俳
優
座
が
加
藤
剛
主
演
で
「
次
郎
長

が
行
く
」
を
公
演
、
続
い
て
直
木
賞
作
家
山
本
一
力
が
、

「
背
負
い
富
士
」
を
オ
ー
ル
読
物
に
連
載
、
テ
レ
ビ
の
時

代
劇
に
、
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
が
続
い
て
い
る
。

。
足
助
・
岩
村
旅
行
、
折
角
御
寄
稿
い
た
だ
い
た
松
浦
元

治
さ
ん
の
紀
行
文
、
今
号
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
た
め
、
割

愛
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
（
Ｔ
）

建
築
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
マ
ン
館
に
行
く
。
平
成
六
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う
初
代
高
峰
三
枝
子
村
長
の
記
念
館

で
、
中
に
入
る
と
三
枝
子
の
懐
か
し
い
「
湖
畔
の
宿
」
の

歌
声
が
耳
に
入
る
。

外
に
出
る
と
小
高
い
所
に
三
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
持

つ
旧
三
宅
家
が
復
元
移
築
さ
れ
て
い
た
。
坂
道
を
下
り
町

前
列
中
央
小
柳
ル
ミ
子
を
囲
ん
で
、
右
が
正
希
光
。
三
越
劇
場

三
越
劇
場
「
次
郎
長
外
伝
」
観
劇
ツ
ァ
ー
に
参
加
し
て

ゴ

鞠
馳．

鈴
木
幸
江

肥，
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鱗
蕊

爵

生
と
か
、
お
知
合
い
が
幾
人
か
い
て
、
話
題
が
つ
き
な
い
。

終
演
後
、
「
小
柳
ル
ミ
子
・
正
希
光
・
中
原
裕
也
・
大

門
正
明
」
さ
ん
四
名
を
囲
み
、
参
加
者
全
員
で
舞
台
へ

上
っ
て
記
念
写
真
を
撮
る
。
超
多
忙
な
ル
ミ
ち
ゃ
ん
と
は
、

言
葉
を
交
わ
す
の
も
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

観
劇
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
約
一
時
間
、
三
越
店
内
で
自

由
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
み
な
さ
ん
楽
し
く
お
買
物
が
で
き
た

よ
う
だ
。

帰
り
の
バ
ス
へ
乗
る
前
、
三
越
正
面
入
口
の
ラ
イ
オ
ン

を
バ
ッ
ク
に
、
大
内
の
吉
田
さ
ん
が
、
宮
城
島
さ
ん
、
杉

本
さ
ん
と
私
を
想
い
出
に
と
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
り
感

謝
し
ま
す
。

帰
路
は
、
首
都
高
速
も
、
東
名
高
速
も
順
調
で
海
老
名

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩
、
六
年
ぶ
り
と
か
の
中
国
大
陸

か
ら
の
黄
砂
で
か
す
む
空
を
見
な
が
ら
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
と
楽
し
く
語
ら
い
、
予
定
よ
り
早
め
の
七
時
過
ぎ
、

無
事
に
清
水
に
着
き
、
安
心
し
た
。

咽

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日
（
火
）
、
静
岡
駅
南
口
は
午
前
一

七
時
半
、
清
水
駅
東
口
は
午
前
八
時
そ
れ
ぞ
れ
出
発
。
す
一

ぱ
ら
し
い
快
晴
に
恵
ま
れ
、
二
台
の
バ
ス
は
富
士
川
サ
ー
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
合
流
、
美
し
い
富
士
山
を
車
窓
よ
り
眺
め
一

な
が
ら
、
東
京
日
本
橋
三
越
本
店
へ
昼
前
に
到
着
し
た
。
一

参
加
者
は
、
バ
ス
組
が
静
岡
か
ら
三
十
四
人
、
清
水
か
一

ら
三
十
七
人
、
東
京
現
地
か
ら
の
参
加
者
が
十
五
人
、
合
一

計
八
十
六
人
の
大
部
隊
で
六
階
の
劇
場
へ
入
る
。

「
清
水
の
次
郎
長
外
伝
ｌ
恋
女
房
お
蝶
の
燕
間
記
Ｉ
」
一

の
開
演
は
十
一
一
時
。

次
郎
長
一
家
、
最
大
の
ピ
ン
チ
に
、
立
ち
上
が
っ
た
次
一

郎
長
の
恋
女
房
お
蝶
（
小
柳
ル
ミ
子
）
が
、
女
度
胸
と
明
一

る
さ
で
、
唄
っ
て
踊
っ
て
華
麗
な
立
ち
回
り
を
演
じ
、
観
一

客
を
楽
し
ま
せ
る
。

内
助
の
功
と
い
え
ば
、
山
内
一
豊
の
女
房
だ
け
じ
ゃ
ご
一

ざ
い
ま
せ
ん
と
、
次
郎
長
を
支
え
た
初
代
お
蝶
の
役
で
す
。
一

主
な
配
役
は
、
次
郎
長
が
中
原
裕
也
、
都
鳥
吉
兵
術
が
一

大
門
正
明
、
お
き
ぬ
が
風
花
舞
で
あ
る
。

都
鳥
の
吉
兵
術
を
た
ぶ
ら
か
し
、
次
郎
長
一
家
を
潰
さ
－

せ
よ
う
と
け
し
か
け
る
謎
の
男
蘭
堂
を
演
ず
る
の
は
正
希
一

光
、
本
名
小
林
正
希
さ
ん
。
彼
は
清
水
出
身
で
、
岡
小
．
一

二
中
・
東
高
の
卒
業
。
参
加
者
の
中
で
、
御
子
息
が
同
級
一

、

ボ
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並
に
入
り
、
渡
り
廊
下
の
あ
る
家
の
下
を
く
ぐ
り
、
う
か

れ
横
町
の
看
板
を
見
な
が
ら
酒
屋
、
う
ど
ん
屋
が
並
ぶ
当

時
の
面
影
を
残
す
路
地
、
か
っ
て
は
馬
子
の
唄
声
や
お
伊

勢
参
り
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
街
道
の
交
叉
点
な

ど
約
三
時
間
で
廻
る
。
村
全
体
が
現
在
に
息
づ
い
た
ま
ま

の
大
正
ロ
マ
ン
に
出
会
え
る
街
で
あ
っ
た
。


